
1 

 

 

平成 29 年度 3月 第 12回 菩提寺まちづくり協議会 合同役員会議事録 

日時： 平成 30年 3月 14日（水） 19：30～21：00 

場所： 菩提寺まちづくりセンター 第 2会議室  

2018.03.16 記録者：日高博憲 

 

１.出席者：浅井（長）福祉・安全委員長、田中文化芸術委員長、浅井（基）地域活性化委員長、 

東良子ども育成委員長、川上事務局長、松本近江台区長、廣嶋菩提寺区長、 

永田イワタニランド区長、樋口三上台区長、片伯部サイドタウン区長 

坂田菩提寺代理区長、西久保北山台自治会副会長、長瀬三上台自治会長、平澤イワタニランド自治会長、 

圓山サイドタウン自治会長、 

中林監事、鵜飼監事、木ノ下会長（北山台区長）、中村会計、平地氏、日高書記 

      欠席者：江元みどりの村区自治会長、清水近江台自治会副会長、中野副会長、 

 

２.会長報告 

１)3 月 2 日に地域まちづくり協議会会長会で三重県名張市 青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会の運営状況

と、まちなか運営協議会が運営しているやなせ宿の運営を研修してきましたので、私見を挟まずにその概略

を報告します。 

  ①名張市は行政区を廃止して地域づくり協議会が地域のまちづくりの主体組織となっています。 

コミュニティ部会は自治会会長 14 名が部員(自治会長は理事として理事会にも参加)、専門部会 4 部会

は自治会役員が部会メンバーとして活動する。PTA、民生委員、シニアクラブ等も参加。指定管理市民

センター事務職員が協議会事務局員。市からの配布物は自治会委託ではなく業者委託しているとのこ

とでした。 

総会は代議員 75名(全住民 7500人より 100名に 1人)、理事会は 29名の理事で執り行うこととして、一

般社団法人登録しています。法人化しなければ不動産・自動車の所有や契約は会長個人であり、個人

に責任がかかるので法人化されています。 

  ②まちなか運営協議会はやなせ宿のみを運営するための協議会であり地域づくり協議会ですので省略しま

す。 

２)平成 30年度の総会は平成 30年 4月 22日 13時 30分(受付開始 13時～)に開催いたします。区長を始め

自治会代議員の方の出席をよろしくお願いします。案内は別途行います。 

⇒各区から６名の代議員の出席をお願いします。 

３)各委員会・プロジェクトには平成 29 年度事業報告・会計報告及び平成 30 年度事業計画の提出を依頼しま

す。 

Ｑ）自治会からまち協に会費を納めているのか？また、市から助成金は出ているのか？ 

Ａ）質問しにくい内容であったが会員からは納入されているとの事であった。額は不明。 

 

３.議事：協議事項及び承認事項 

1）福祉・安全委員会報告：浅井（長）福祉・安全委員長 （配布の委員会議事録を参照）   

 Ａ．3月度福祉安全委員会会議内容の報告 

① 土曜日事業について 

ｱ）３月８日１８時から年間計画の打合せを行う。委員長へ出席要請があった。 

②「家庭でできる防災対策（菩提寺版）」の進捗状況について 

ｱ）年度内に配布できるように、印刷を依頼した。 

ｲ）予算的に当初見込みより安くあがり、約 20万円となった。 

ｳ）菩提寺地域防災事業として予定していたテーマはこれで、全て完了する。 

   ③すくすく食堂について 

ｱ）「子どもの笑顔はぐくみプロジェクト」スポンサー登録を行った。（承認連絡があった。） 
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ｲ）２月１７日の第５回「すくすく食堂」の参加者は７３名 

ｳ）まちづくりセンターの事務の方から、「すくすく食堂」の申込み受付にあたり改善要望 

があり、「受付表の様式」「受付マニュアル」を作成した。 

（期限後の受付対応、緊急連絡先、まちづくりセンターの受付時間等） 

ｴ）３月１２日にスタッフの事前打合せを開催 

Ｂ．委員会活動 

① 「菩提寺地域防災事業」 

 ｱ）防災マニュアル「家庭でできる防災対策（菩提寺版）」の作成・印刷・配付をもって事業は終了。 

 ｲ）予算は「モデル事業交付金３０万円＋まち協会計５万円」の３５万円。支出は合計で 214,590円 

       ※年度内に支給済みの新形交付金の３０万円を２０万円に減額再申請を行う  

   ② 「認知症捜索隊研修会」 

ｱ）２月４日に開催した認知症講演会をもって事業は終了。予算は８万円で、支出実績は 67,121円 

   ③ 「子育て事業」 

ｱ）10月から子ども食堂開設。名称を菩提寺「すくすく食堂」とした。 

3月 17日で第６回目の開催となる。 

ｲ）当初３０名程度と予想。第 5回実績は７３名と大幅増加。スタッフを含めて 100名規模となっている。 

ｳ）参加者増に伴い、食器・調理機器等の増強が必要となった。 

ｴ）予算の進捗状況は、滋賀の縁創造実践センターのモデル事業の認定を受け、今年度  

20万円の助成を得た。結果、予算は 30万円で運用。 

   ④ 予算と実績について（合同役員会の承認を得たい内容） 

      ｱ）福祉安全委員会全体で見れば、事業毎に残予算があり、これを子育て事業に有効活用したい。 

また、参加費を有効に活用するという面もある。 

      ｲ）子育て事業で必要な購入品は 

  ・卓上ＩＨコンロ  8,030円 多目的ホール（食堂として利用）で使用 

  ・フードプロセッサー 6,606円 大量の食材加工に使用 

  ・2升炊き炊飯ジャー 26,234円ｘ3台 100人分の炊飯に対応 

   年度末および次回の食堂開設に間に合わせるため、会長承認にて購入済。 

   当会議での事後承認をお願いします。  

       結果：出席者全員で承認 

 

2）文化芸術委員会報告    田中委員長（配布議事録を参照） 

①2/24歴史の小径整備作業  ９：００～１０：３０ 小径の散策路の落葉、枯枝の掃き掃除をした。 

②歴史文化資料室関係 

   ｱ）3/3（土）歴史講座開催 テーマ「滋賀県の古墳・菩提寺の古墳（副題・竜王山古墳群）」 

   講師：阿刀弘史氏（滋賀県文化財保護協会） 

   ※多目的ホールを初めて使用したが広すぎたために暖房が効かず苦情を受けた。 

  ③新型交付金事業 

   ｱ）地域プロモーション；ＤＶＤ化の編集作業をほぼ終了した。 

   ｲ）歴史文化保存事業：菩提寺の古い民話を地域に住んでおられる年配者７名に話を聞かせてもらい 

終了した。原稿の本人確認を本日終了した。 

印刷見積もりを行い１９万円（税無し）。次回の役員会で配布予定。 

④土曜日事業 

次年度からはやり方を変えて、各委員会が１つ担当していく。 

文化芸術は歴史ワークショップを担当予定。 

  ⑤その他 

   ｱ）コミセン前、案内看板の更新。業者に発注し完成した。  

都市計画課に看板設置の届出を行い先週許可が出た。 
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設置期限は３年間。継続時には再申請が必要。 

   ｲ）３月２４日（土）９：００～１０：３０ 歴史の小径整備作業をする。支援をお願いしたい。 

     

3）地域活性化委員会報告   浅井委員長（配布議事録を参照） 

   ①竹林整備 

バンブーハウス 1号基の処置については、2月 27日（火）13時から現地視察。15時から滋賀県立大学

陶器教授・学生とまち協木ノ下会長・地域活性化委員会メンバーと打ち合わせを実施。 

結果、屋根、デッキは撤去する。他の個所は使用可能であり修理を行う。トンネルは解体する。 

3/5～14で終了。 

   ②今後の予定  

ｱ） 2月 24日（土）8時 30分まちづくりセンター集合で永田区長立会いのもと平茸の原木を伐採する 

併せて 3月 17日（土）の土曜日授業（すくすく食堂）で製作する竹の工作用材料（竹箸・食器）を竹林

で準備する。 

   ｲ）3/15（木）16（金） 甲西北中生が滋賀県立大学生の指導のもと竹林整備。 

     ｳ）3/23～25竹のチップ機をリースして竹林整備。 

   ③その他 

   ｱ）4/21（土）東近江市青年会議所からタケノコ堀の依頼はキャンセル。 

   ｲ）「たけのこ堀のご案内です」チラシを作成した。菩提寺地区は地元であり案内対象にはせず。 

     近江台を除いた５地区は日程を確定し案内に記入。近江台は？ 

     4/15 イワタニランド区、4/21すくすく食堂参加者、4/22三上台区、4/25サイドタウン区、 

     4/28北山台区、5/3みどりの村区 いずれも９時～ 

     ※4/21すくすく食堂参加者は４/２２三上台区と続くために本数を制限する。 

 

4）子ども育成委員会報告 東良委員長（配布の委員会議事録を参照） 

  ①本年度の事業について総括及び反省点。  

ｱ）安全安心できるまちづくりの推進。⇒不審者等はいなくなったが、抑止効果を狙いとして活動する。 

ｲ）  夏休み夜間巡回、愛のひと声あいさつ運動。⇒挨拶のきっかけ作りを狙いとしている。  

②子どもたちと地域の大人との親睦を図る。   

ｱ）ハリキリンピック、すくすく広場、土曜日事業（ペットボトルロケット大会）  

③市民会議との連携。  

④来年度事業計画の確認。 ２月合同役員会での報告どおり、本年度事業を精度を上げて踏襲する。  

⑤2/28 日（水）、3/8（木）来年度土曜日事業会議の報告 

  ｱ）8 月 25 日（土）9:00~12:00,菩小にてペットボトルロケット大会を担当する。 

予算 50,000 円、参加費暫定一人 500 円。 

※参加費の徴収については永田リーダーと調整が必要な事項である。  

⑥両小学校入学式におけるあいさつ運動。  

ｱ）4 月 9 日（月）10:00 開式 受付 9:00~9:20 委員、サポーター集合時刻、8:40  

⑦すくすく広場オーブンレンジの件。 ネット検索の結果、３台で 75,000 円。来年度の予算計上を希望。  

Ｑ）調理室の設備は利用できないのか？活用できれば予算化の必要は無いのでは？ 

Ａ）一度調査したと思われるが再調査し、４月役員会までに結論を出したい。 

⑧来年度委員会人事。  

ｱ）退会、寺本ゆうこ、菅沼貞雄（本人の御好意によりサポーター登録済み。） 入会、大黒直子  

⑨その他。  

ｱ）市民会議総会、5 月 11 日（金）  

ｲ）中学生広場、 8 月 18 日（土） 

 

5）土曜日事業支援プロジェクト報告 永田イワタニランド区長 
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    ２９年度事業報告及び３０年度事業計画案を一覧表にして集計した資料を配布され報告有。 

   ２９年度は１０回の事業が菩提寺・菩提寺北小学校の生徒及びスタッフで実施。延べ８４２名が参加。 

   実施金額；３７，４９６円３０年度は１，０００名の参加を予定。 

Ｑ）予算化について 

Ａ）各委員会が企画するイベントは各委員会が予算化する。委員会以外は別途予算化を行う。 

  土曜日事業支援プロジェクトはプロジェクトでの推進ではなく支援事業として推進予定。 

    

6）会計；中村会計より報告 

平成 30年３月１４日現在の「平成２９年度菩提寺まちづくり協議会予算・実績対比表」を配布して説明  

  ①収入実績；5,010,455- 

  ②支出実績；3,736,287- 進捗率；85.9％（支出予算；4,349,575-） 

 ｱ）収入予算；4,349,575- 収入実績；5,010,455 -  

増加要因は事業交付金が予算額を 356,840-＆事業助成金が 200,000-増加 

    ｲ）委員会及び地域活性化推進事業の収支実績 

     ・福祉・安全委員会報告 予算；851,840- 実績；856,773- 進捗率；100.6 

     ・文化芸術委員会    予算；845,000- 実績；716,480- 進捗率；84.8 

     ・地域活性化委員会   予算；546,000- 実績；538,704- 進捗率；98.7 

     ・子ども育成委員会   予算；310,000- 実績；293.581- 進捗率；94.7％ 

     ※３/１４現在残高は１，２７４，１６８-であり年度末に通帳には１１０万円の残る見込みである。 

 

    Ｑ）福祉安全委員会の支出の部のＨ２９年度当初予算 530,000- 

委員会毎の予算表では 851,840- この違いは？ 

    Ａ）差の理由は年初に予定の無かった新形交付金を加算した金額との違い。注釈が必要。 

    Ｑ）今年度の繰越金の見込みは？ 

    Ａ）約１１０万円を見込む。 

    Ｑ）１１０万円も残るのであれば各自治会から分担金を出す必要はあるのか？ 

    Ａ）まち協へ各自治会が参加するのは分担金も一つの参加形態ととらえている。 

    Ｑ）４月２２日の総会に向けての次年度事業・予算についての審議は何時行うのか？  

Ａ）４月役員会で行う。 

    Ｑ）遅いのではないか？年度事業については案が示されこの会議で十分議論され各区でも内容が周知

されて代議員が総会出席するべきであり、現在の日程ではその議論が出来ないのではないか？ 

    Ａ）指摘内容は理解できる。次年度への課題としてとらえる。 

    Ｑ）市の助成金事業への参加についてどのように考えているのか？将来助成金が打ち切られた場合に

発生する費用についてまち協としてどのように対応していくのか考えておく必要があるが？ 

    Ａ）委員会主体で検討する。 

     

7）事務局：川上事務局長 

  ①「家庭でできる防災対策（菩提寺版）」を７区全戸に配布を行う。 

  ②今回から役員会で前回提案のお茶を配布する。 

 

４．閉会の辞  中野副会長欠席により省略 

  

次回合同役員会 平成 30年 4月 11日(水)19：30～ 

以上 

 

承認署名  


